こうか 

ろ も 大体 僕に あきらかになった。 僕 は 縁側 伝 ひに 後架 

の 前に 行き、 

「何ン だって あんなに 駆け出し たんだ ご 

と 言った。 僕の 声 は 疑 ひもな く 多少の 怒り を 含んで 

ゐた。 すると 久来も 腹 をた てた やうに、 かう 中から 返 

事 をした。 

ま 

「だって、 駆け出さ なくち や あ、 間に合 はな いぢ やな 

ヽゝ o 一 

レ 力 」 

爾来、 七 八 年の 日月 は 河の やうに 流れ 去った。 僕 は 

いつ ま ひた ひ はげあが 

もう 何時の間にか 額の 禿 上る の を 嘆 じて ゐる。 久米 

も、 今では あの 時の やうに 駆け出す 勇気な ど はない に 



違 ひな， 



(大正 十四 年) 
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